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CDプレーヤー

ヤマハ製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとう
ございます。
■製品を正しく安全にお使いいただくために、ご使用前に取扱説明
書と「安全上のご注意」、 保証書をよくお読みください。お読みに
なったあとは、保証書と共にいつでも見られるところに大切に保
管してください。

■保証書は、「お買い上げ日、販売店名」などの記入を必ず確かめ、
販売店からお受け取りください。
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生命を吹き込む
弾き手の心を映し出すピアノは高度な技術力と人の芸術的感性が
美しく調和して生まれます。

ピアノに楽器としての命を吹き込む最終工程が「整音」と呼ばれる
作業です。

熟練した技術者が一音一音に全神経を集中し、弦を打つハンマーの
硬さや弾力を微妙に調整することで88の鍵盤すべての音色と
響きを完璧な状態に揃えていく、息の詰まるような時間。
研ぎ澄まされた人間の感性が音を決めています。それはオーディオ
機器でも何ら変わりません。試聴を重ね、あらゆる構成要素を
入念に検討し、設計者が描く理想の音へ一歩、また一歩と
近づいていくのです。

125年以上、音と歩んできたヤマハの伝統が、すべてのヤマハ
オーディオ機器に息づいています。
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オーディオの歩み

1922年：高級手巻蓄音機を世に出す
1955年以来、数々のハイファイ機器
（レコードプレーヤー、チューナー、
プリメインアンプ、コントロールアンプ、
パワーアンプやスピーカー）を発売
NS-20 モニタースピーカー

CA-1000プリメインアンプ
Ａクラス動作プリメインアンプのスタンダード

NS-690 ナチュラルサウンドスピーカー
NS-1000M モニタースピーカー
ハイファイファンに現在でも愛される伝説の
スピーカー

B-1 パワーアンプ
全段に縦型 FETを採用した革新的なパワーアンプ

C-2 コントロールアンプ
ミラノ国際音楽ハイファイショーで最高賞を受賞

NS-10M スタジオモニタースピーカー
世界で最も普及したスタジオモニター

A-1 プリメインアンプ
PX-1 レコードプレーヤー
ヤマハ初のリニアトラッキング式
レコードプレーヤー

B-6 パワーアンプ
X電源、Xアンプ搭載のピラミッド型パワーアンプ

GT-2000/L レコードプレーヤー
GT思想を具現化した超精密重量級プレーヤー

CD-1 初の CDプレーヤー発売
（1983年）
B-2x パワーアンプ
MX-10000 パワーアンプ、
CX-10000 コントロールアンプ
セパレート機器の能力の定義を変えたアンプ
100周年記念モデル

AX-2000 プリメインアンプ
128dBの高S/N比、デジタル
ダイレクト機能搭載

GT-CD1 CDプレーヤー
一体型セパレート構造を持つ
トップエントリー式プレーヤー

MX-1 パワーアンプ、
CX-1 コントロールアンプ

Soavo-1、Soavo-2 ナチュラルサウンド
スピーカーシステム
A-S2000 プリメインアンプ、
CD-S2000 CDプレーヤー

NP-S2000 ネットワークプレーヤー
A-S3000プリメインアンプ、
CD-S3000 CDプレーヤー
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◆ DACを起点としたフルバランス伝送による高品質再生

◆ デジタル／アナログ完全分離型のツイン電源トランス

◆ 新開発の高剛性ローダーと高精度CDドライブ

◆ 左右独立の電源回路とツインDAC構成により Lch/Rch が
完全独立したシンメトリカルバランス回路

◆ ピュアダイレクトモード搭載

◆ 高品位なスーパーオーディオCD再生

◆ 振動を排除する新開発のスパイク内蔵重量型脚部

◆ USB DAC 192 kHz/24bit、DSD再生

■ 付属品
同梱されている付属品をご確認ください。
• 電源コード
• リモコン
• 単４乾電池（2本）
• ステレオピンケーブル（動作確認用）
• 安全上のご注意（別冊）

■ 本書の記載について
•「ご注意」は操作、設定を行う際に留意すべき事項、yは知っておくと便利な補足情報を記載しています。 
• 写真やイラストはイメージです。実際とは異なります。
• 本機をご使用になる前に、別冊の安全上のご注意を必ずお読みください。

もくじ
各部の名称と機能...........................................................................................................................................6
接続 ...............................................................................................................................................................18
パソコンに保存された音楽の再生.............................................................................................................22
仕様 ...............................................................................................................................................................26
再生できるディスク／フォーマット .........................................................................................................27
故障かな？と思ったら ................................................................................................................................29



各部の
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各部の
名称と機能

この章では、フロントパネル、リアパネル、リモコンの各部の名称および機能について説明しています。



各部の名称と機能

■ フロントパネル（6～9ページ）

1 STANDBY
スタンバイ

/ON
オン

、OFF
オ フ

（電源）スイッチ
本機の電源のON（オン）とOFF（オフ）を切
り替えます。

STANDBY/ON（上側）：リモコンのp CD
キーでSTANDBYとONを切り替えます。

OFF（下側）：本機の電源をOFFにします。

• 本機の電源をONにしてから音声が再生されるまで
に数秒かかります。
• 音声信号が認識できないまま、操作されない状態が
30分間続いた場合、本機は自動的にSTANDBY状
態になります（14ページ参照）。
• STANDBY状態で電源プラグをコンセントから抜
き、再度差し直すと電源がONになります（20
ページ参照）。長期間本機を使用しない場合は、電源
スイッチをOFF にしてください。

2 STANDBY/ON（電源）インジケーター

点灯：本機の電源がONの状態を示します。こ
の点灯のときリモコンのp CDキーを押す
と本機がSTANDBYになります。

暗い点灯：本機がSTANDBYの状態を示しま
す。この点灯のときリモコンのp CDキー
を押すと本機がONになります。

消灯：本機の電源がOFFの状態を示します。
本体フロントパネルのSTANDBY/ON、
OFF（電源）スイッチのみ電源をONにで
きます。

DISC USB

SOURCE

OPTICAL

STANDBY/ON

OFF

PURE DIRECT SOURCE LAYER

LAYER

SA-CD CD COAXIAL

SA-CD HYBRID TRACK TOTAL REMAIN PROG SHUFFLE REPOFFSALL

2 41 3 5 6 7 8

ご注意
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3 PURE
ピュア

 DIRECT
ダイレクト

キー
高音質な再生が楽しめます。
y
• 再度押すとPURE DIRECTがオフになります。
• この設定は本機の電源をOFFにした後も保持されま
す。

PURE DIRECT をオンにすると：
• オーディオ信号はBALANCED OUT（バランス出
力）端子とANALOG OUT（アナログ出力）端子か
らのみ出力されます。
• フロントパネルのディスプレイには最小限のインジ
ケーターやメッセージのみが表示されます。

4 PURE DIRECTインジケーター
PURE DIRECTをオンにすると点灯します。

5 SOURCE
ソース

キー
再生したい音声ソースを選択します。キーを押
すたびに音声ソースが切り替わります。

y
選択した音声ソースの設定は、本機の電源をOFFに
した後も保持されます。

6 LAYER
レイヤー

キー
再生の停止中にハイブリッドスーパーオーディ
オCDの再生レイヤーを、スーパーオーディオ
CD（SA-CD）とCD間で切り替えます（27
ページ参照）。
y
この設定は本機の電源をOFFにした後も保持されま
す。

スーパーオーディオCDレイヤーを選択している間
は、オーディオ信号はBALANCED OUT（バランス
出力）端子とANALOG OUT（アナログ出力）端子
からのみ出力されます。

7 LAYERインジケーター
LAYERキーで選択されているレイヤーのイン
ジケーターが点灯します。

8 SOURCEインジケーター
SOURCEキーで選択しているソースのインジ
ケーターが点灯します。

ご注意

ご注意
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各部の名称と機能

■ フロントパネル（6～9ページ）

9 リモコン受光部
リモコンの信号を受信します。

0 ディスプレイ
リモコンのDIMMERキーで明るさを調整でき
ます（12ページ参照）。

A  （再生）/  （ポーズ）インジケーター
再生または一時停止時に点灯します。

B ディスクインジケーター
ディスクトレイにセットされているディスクの
種類（SA-CD/CD/HYBRID）を示します。

C 再生時間表示インジケーター
ディスプレイに表示される時間表示の状態を示
します。時間表示はリモコンのDISPLAYキー
で切り替えます（13ページ参照）。
TRACK: 現在の曲の経過時間
TRACK REMAIN: 現在の曲の残り時間
TOTAL REMAIN: ディスクの残り時間

D 再生モードインジケーター
現在の再生モードを示します。
PROG：プログラム再生（14ページ参照）
SHUFFLE：シャッフル再生（13ページ参照）
REP OFF：リピート再生オフ（12ページ参照）
REP S：一曲リピート再生（12ページ参照）
REP ALL：全曲リピート再生（12ページ参照）

E 情報ディスプレイ

DISC USB

SOURCE

OPTICAL

STANDBY/ON

OFF

PURE DIRECT SOURCE LAYER

LAYER

SA-CD CD COAXIAL

A0

F G

B C9 ED

SA-CD HYBRID TRACK TOTAL REMAIN PROG SHUFFLE REPOFFSALL
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F ディスクトレイ
ディスクをセットします。

G  （開閉）キー
ディスクトレイを開閉します。
y
下記の操作をした場合も自動的にディスクトレイが閉
まります。
• フロントパネルまたはリモコンの  キーを押す。
• ディスクトレイの手前を軽く押す。
• リモコンの任意の数字キーを押す。

H  （頭出し／早戻し） キー
1回押す：現在再生中の曲の先頭に

頭出しします。
2回押す：前の曲に頭出しします。
押し続ける：早戻しをします。

 （頭出し／早送り）キー
1回押す：次の曲に頭出しします。
押し続ける：早送りします。

I  （再生）キー
再生を開始します。

J  （ポーズ）キー
再生を一時停止します。  キーまたは  キーを
押すと再生が始まります。

K  ( 停止 ) キー
再生を停止します。

H I J K

MP3/WMAの再生について詳しくは、28ペー
ジをご覧ください。
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DI

TIC
各部の名称と機能

■ リアパネル

1 BALANCED
バランスド

 OUT
アウト

（バランス出力）端子
（オス）

2 ANALOG
アナログ

 OUT
アウト

（アナログ出力）端子

3 DIGITAL
デジタル

 IN
イン

 USB端子（Type B）

4 DIGITAL
デジタル

 IN
イン

 OPTICAL
オプティカル

（光デジタル入力）端子

5 DIGITAL
デジタル

 IN
イン

 COAXIAL
コアキシャル

（同軸入力）端子

6 DIGITAL
デジタル

 OUT
アウト

 OPTICAL
オプティカル

（光デジタル出力）端子

7 DIGITAL
デジタル

 OUT
アウト

 COAXIAL
コアキシャル

（同軸出力）端子

スーパーオーディオCDレイヤーを再生している間は、
オーディオ信号はBALANCED OUT（バランス出力）端
子とANALOG OUT（アナログ出力）端子からのみ出力
されます。

8 SYSTEM
システム

 CONNECTOR
コネクター

端子
製品検査用の端子です。

9 REMOTE
リモート

 IN
イン

/OUT
アウト

端子
リモート機能に対応する外部機器を接続するこ
とができます。
リモート機能対応機器との接続は、21ページ
をご覧ください。

SYSTEM CONNECTOR REMOTE

IN OUT

BALANCED OUT DIGITAL IN

COAXIAL OPOPTICALUSB

ANALOG OUT BALANCED OUT

GND +HOT

- COLD

2
3

1

8

3 4 5

9

1 2

接続に関しては18ページをご覧ください。

ご注意
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0 AC IN 端子
付属の電源コードを接続します。
電源コードの接続は、20ページをご覧ください。

A 脚
本機の脚にはスパイクが内蔵されています。ス
パイクを使用すると本機に対する振動の影響を
減少できます。スパイクを利用するには、輸送
用テープを取り外してから、磁石式のスパイク
カバーを取り外してください。

y
本機が不安定な場合には、脚を回して高さを調整でき
ます。

COAXIAL

DIGITAL OUT

OPTICAL

A

6 7

AC IN

0

スパイク

スパイク
カバー

輸送用
テープ

重要
• 外したスパイクカバーを誤ってお子様が飲み込む
おそれがありますのでご注意下さい。

• 脚に内蔵されたスパイクを利用すると、本機を設
置した棚または床が傷つくことがあります。その
ようなおそれがある場合は、スパイクカバーまた
はお手持ちの保護材をご使用ください。
11



各部の名称と機能

■ リモコン

1 赤外線信号送信部
本体に向けて赤外線信号を送出します。

2 p CDキー
本機の電源（オンとスタンバイ）を切り替えます。
スタンバイについて詳しくは6ページの「フロ
ントパネル」をご覧ください。

3  OPEN
オープン

／ CLOSE
クローズ

（開閉）キー
ディスクトレイを開閉します。

4 p AMP
アンプ

キー
ヤマハ製アンプの電源（オンとスタンバイ）を
切り替えます。

ヤマハ製アンプであっても、一部対応していない機器
があります。

5 DIMMER
ディマー

（調光）キー
フロントパネルのディスプレイの明るさを選択
します。DIMMERキーを押すたびに明るさが下
記の順番で変化します。

y
この設定は本機の電源をOFFにした後も保持されます。

6 数字キー
トラック番号で曲を直接選択するときに使用し
ます。

この操作はMP3ディスクとWMAディスクでは無効
になります。

7 REPEAT
リピート

キー
1曲または全曲をリピート再生します。再生中
にREPEATキーを押すたびに、リピート再生
は下記のように切り替わります。

REP OFF（リピート再生オフ）：
リピート再生を解除します。

REP S（一曲リピート再生）：
再生中の曲を再生し終えると、その曲の先頭から再
生を繰り返します。

REP ALL（全曲リピート再生）：
ディスクの最後の曲を再生し終えると、ディスクの
最初の曲から再生を繰り返します。

この操作はMP3ディスクとWMAディスクでは無効
になります。

PROGRAM
プログラム

キー
プログラム再生モードをオン／オフします。詳
しくは14ページの「プログラム再生する」を
ご覧ください。

1

2

B

A

@

5

3

7

4

6

C

D

8

9

AMP CDOPEN/CLOSE

DIMMER PURE DIRECT

2

5

8

DISPLAY

1 3

INPUT

4 6

7 9

ENTER0 CLEAR

PROGRAMREPEAT SHUFFLE

MUTE

SOURCE LAYER

VOLUME

ご注意

ご注意

ご注意
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SHUFFLE
シャッフル

キー
ディスク内の曲をシャッフル再生します。

• この操作はMP3ディスクとWMAディスクでは無
効になります。
• 再生を停止したりディスクを取り出すと、シャッフ
ル再生は解除されます。

8  （早戻し）キー、  （早送り）キー
曲を早戻しまたは早送りします。

 （ポーズ）キー
再生を一時停止します。  キーまたは  
キーを押すと再生が始まります。

 （再生）キー
再生を開始します。

 /  （頭出し）キー
 ：次の曲に頭出しします。
 ：現在再生中の曲の先頭に頭出しします。 

2回押すと、前の曲に頭出しします。

 （停止）キー
再生を停止します。

9 SOURCEキー
再生したい音声ソースを選択します。キーを押
すたびに音声ソースが下記のように切り替わり
ます。

y
選択した音声ソースの設定は、電源をOFFにした後
も保持されます。

0 PURE DIRECTキー
高音質な再生が楽しめます。
y
• 再度押すとPURE DIRECTがオフになります。
• この設定は本機の電源をOFFにした後も保持されます。

PURE DIRECT をオンにすると：
• オーディオ信号はBALANCED OUT（バランス出
力）端子とANALOG OUT（アナログ出力）端子か
らのみ出力されます。
• フロントパネルのディスプレイには最小限のインジ
ケーターやメッセージのみが表示されます。

A DISPLAY
ディスプレイ

キー
時間表示を切り替えます。再生中にDISPLAY
を押すたびに、時間表示は下記のように切り替
わります。

TRACK: 現在の曲の経過時間

TRACK REMAIN: 現在の曲の残り時間

TOTAL REMAIN: ディスクの残り時間

B ENTER
エンター

（入力）キー
プログラム編集モード時に、数字キーで選んだ
トラック番号を確定します。

CLEAR
クリア

キー
プログラム編集モード時に、最後にプログラム
されているトラックを消去します。詳しくは
14ページの「プログラム再生する」をご覧く
ださい。
y
プログラム再生が停止しているときに押すと、プログ
ラムされたトラックをすべて消去できます。

C LAYERキー
再生の停止中に、ハイブリッドスーパーオー
ディオCDの再生レイヤーを、スーパーオー
ディオCD（SA-CD）とCD間で切り替えます
（27ページ参照）。
y
この設定は本機の電源をOFFにした後も保持されます。

スーパーオーディオCDレイヤーを選択している間
は、オーディオ信号はBALANCED OUT（バランス
出力）端子とANALOG OUT（アナログ出力）端子
からのみ出力されます。

D ヤマハ製アンプ操作キー
ヤマハ製アンプを操作します。アンプの取扱説
明書もあわせてご覧ください。

ヤマハ製アンプであっても、一部対応していない機器
があります。

ご注意

ご注意

ご注意

ご注意

MP3/WMA再生に関して詳しくは、28ページ
をご覧ください。
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各部の名称と機能

■ プログラム再生する
プログラム再生モードでは、トラックをプログラム
した順番で再生できます。 

1 再生を停止している間にPROGRAMキーを押
す。
本機はプログラム編集モードにセットされます。

2 数字キーを使用してトラックを１つ選び、
ENTERキーを押して確定する。

3 手順2を繰り返して次のトラックを入力する。
最大24個のトラックまでプログラムできます。

4  p（再生）キーを押す。
プログラムした順番で再生が始まります。

• この操作はMP3ディスクとWMAディスクでは無効に
なります。

• 下記のときプログラムされたトラックはすべて消去され
ます。
- ディスクを取り出したとき
- 本機の電源をOFFあるいはSTANDBYにしたとき
- ディスク以外の音声ソースを選択したとき
- ハイブリッドスーパーオーディオCDの再生レイヤー
を、スーパーオーディオCD（SA-CD) と CD間で切
り替えたとき 

■ AUTO
オート

 POWER
パワー

 STANDBY
スタンバイ

機能を
切り替える

AUTO POWER STANDBY機能の設定を、オンま
たはオフに切り替えることができます。オンに設定
すると、音声信号が認識されないまま、操作されな
い状態が30分間続いた場合、本機は自動的に
STANDBY状態になります。オフに設定すると、
自動的にSTANDBY状態になりません。

1 ディスクトレイを開け、ディスクを取り出す。
すでに情報ディスプレイに「NO DISC」と表
示されている場合は、手順1～3を行う必要
はありません。

2 ディスクトレイを閉める。

3 SOURCEキーを押し、DISCを選ぶ。
情報ディスプレイに「NO DISC」と表示され
ます。

4 本体の （停止）キー、または （再生）キーを
約2秒間押し続けて、設定を切り替える。
（停止）キー：AUTO POWER STANDBY

機能がオンになり、情報ディ
スプレイに「AutoSTBY ON」
と表示されます。

（再生）キー：AUTO POWER STANDBY
機能がオフになり、情報ディ
スプレイに「AutoSTBY 
OFF」と表示されます。

• 初期設定は、AUTO POWER STANDBY機能がオンに
なっています。

• 本機の電源をOFFにしても、設定は保持されます。

ご注意

ご注意
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■ DPLL（Digital Phased Lock Loop）の
バンド幅を設定する

本機のオーディオDAC（ES9016）は、DPLLで
入力デジタル音声信号のクロックに同期した正確な
クロック信号を生成します。また、バンド幅を7段
階で設定することができ、入力デジタル信号のク
ロック変動に対する耐性やDAC内部の動作クロッ
クの精度を調整することができます。

1 SOURCEキーを押し、再生したい音声ソース
を選ぶ。
音声ソースごとにDPLLのバンド幅を設定でき
ます。

2 音声ソースを選択後、5秒以内にENTERキーを
押す 。
設定モードに入り、現在選択されているDPLL
バンド幅が情報ディスプレイに表示されます。

3 （ポーズ）キーと （停止）キーでDPLLのバ
ンド幅を切り替える。
( ポーズ）キーを押すたびに、下記の順番で

バンド幅が切り替わります。 (停止）キーを押
すと逆の順番で切り替わります。

4 ENTERキーを押す。
設定値が3秒間点滅し、通常モードに戻りま
す。
設定を途中でキャンセルするには、CLEAR
キーを押してください。

• Lowest に近づくほど、DAC内部の動作クロックの精度
が向上しますが、外部機器のクロックの変動の影響を受
けやすくなります。接続する外部機器によっては音が途
切れる場合があります。

• Highest に近づくほど、DAC内部の動作クロックの精
度が低下しますが、外部機器のクロックの変動の影響を
受けにくくなり、音途切れが起こりにくくなります。

Lowest

Low

Med-Low

Medium

Med-Hi

High

Highest

（初期設定値）

ご注意
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各部の名称と機能

■ リモコンに電池を入れる

1 電池カバーを外す。

2 電池ケース内に記載されている極性（＋／－）
に従って、単4乾電池（2本）を電池ケースに
挿入する。

3 電池カバーを装着する。

■ リモコンの操作範囲

y
リモコンは指向性のある赤外線を送信します。リモコ
ンは必ず本体のフロントパネルのリモコン受光部に向
けて操作してください。

2
1

3

30 30

6ｍ以内
16



接続
この章では、 CD-S2100 と アンプの接続について説明します。



C

AC 
接続

SYSTEM CONNECTOR REMOTE

IN OUT

BALANCED OUT DIGITAL IN

OPTICAL

ANALOG OUT BALANCED OUT

GND +HOT

- COLD

2
3

1

アンプ

バランスケーブル ステレオピンケーブル

アンプがXLRコネクター式のバランス端子を備えている場合は、最適なオーディオ性能を得るために
バランスケーブル接続を推奨します。

スーパーオーディオCDレイヤーを再生している間は、オーディオ信号はバランス出力端子とアナログ出力端子
からのみ出力されます。
18



NK CO

IN

BALA
AC IN

NTROL

DIGITAL IN

COAXIAL COAXIAL

DIGITAL OUT

OPTICALOPTICALUSB

NCED OUT

パソコン デジタル出力（PCM）端子を備えた機器

光デジタル
ケーブル

USBケーブル
（Type B)

本機のDIGITAL IN（OPTICAL/COAXIAL）端子に入力できるデジタル信号は、PCM信号のみです。
対応するPCM信号の詳細は26ページをご覧ください。

ご注意

光デジタル
ケーブル

デジタル入力端子を備えた
AVレシーバー

同軸デジタル
ケーブル

同軸デジタル
ケーブル
19



接続

■ バランス出力端子に接続する
XLRコネクター式のバランス入力端子を備えたア
ンプを接続します。端子のピン配置は下図に示すと
おりです。アンプに付属の取扱説明書を参照し、ア
ンプのXLRバランス入力端子が下のピン配置に対
応しているかを確認してください。

接続の際には必ずピンどうしを合わせ、XLRコネ
クター（メス）を差し込みます。接続を外すには、
XLRコネクター（メス）のラッチロックレバーを
押し下げながら引き抜きます。

■ 電源コードを接続する
すべての接続が終了したら、電源コードを本機の
AC IN 端子に差し込み、家庭用AC100 V、
50/60 Hz のコンセントに電源プラグを接続します。

y
• 付属の電源コードの▽マークは極性（本機のコールド側）
を示しています。

• 接続するときの電源プラグの向き（極性）によって音質
が変わることがあります。お好みの向きで接続してくだ
さい。

1: アース 2: HOT

3: COLD

XLRコネクター（メス）

XLRコネクター（オス）

ラッチロック
レバー

AC IN

コンセントへ

付属の電源コード

極性表示
（本機のコールド側）

CD-S2100リアパネル
20



■ 別の部屋から本機を操作する
赤外線受信機／送信機を本機のREMOTE IN/OUT
端子に接続すれば、付属のリモコンで、別の部屋に
ある本機や外部機器を操作できます。

■ ヤマハ製機器間でリモート接続する
本機のようにリモート接続に対応している別のヤマ
ハ製機器をお使いの場合は、赤外線送信機は不要で
す。赤外線受信機とモノラルミニプラグケーブルを
使って、REMOTE IN/OUT 端子を接続するだけ
で、リモコン信号を転送できます。
接続できるヤマハ製機器は、本機を含めて3台まで
です。

SYSTEM CONNECTOR REMOTE

IN OUT

赤外線受信機 赤外線送信機

リモコン 外部機器（アンプなど）

CD-S2100リアパネル

SYSTEM CONNECTOR REMOTE

IN OUT

REMOTE
IN OUT

赤外線受信機

リモコン ヤマハ製機器
（本機を含め最大3台まで）

CD-S2100リアパネル

モノラルミニプラグ
ケーブル
21



パソコンに保存された音楽の再生

本機のUSB端子にパソコンを接続すればUSB 
DACとして機能し、本機に接続したアンプを通し
てパソコンに保存された音楽を再生できます。

■ 対応しているOS
本機とUSB接続できる パソコンのOSは次のとお
りです。

Windowsの場合：Windows Vista (SP2, 32bit/
64bit)/
Windows 7 (32bit/64bit)/
Windows 8 (32bit/64bit)

Macの場合：OS X 10.5.8/10.6.8/10.7.x/
10.8.x

• 上記以外のOSでの動作は保証いたしません。
• パソコンの構成や環境によっては、上記のOSで使用し
ても動作しない場合があります。

• ドライバーをインストールする前に、パソコンに本機を
接続すると、正しく動作しない場合があります。

■ 専用ドライバーをインストールする
本機とパソコンを接続する前に、専用のドライバー
をパソコンにインストールしてください。

1 下記のURLにアクセスし、専用のドライバー
「Yamaha Steinberg USBドライバー」をダウ
ンロードし、ファイルを解凍し、実行する。

2 ダウンロードした「Yamaha Steinberg USB
ドライバー」をパソコンにインストールする。
詳しくは、ダウンロードしたドライバーに添付さ
れているインストールガイドをご覧ください。

3 インストールが終了したら、起動中のすべての
アプリケーションを終了する。

4 パソコンのオーディオ出力先を「Yamaha CD 
Player」に設定する。

Windows OSの場合：
コントロールパネル→サウンド→【再生】タブ
Mac OSの場合： 
システム環境設定→サウンド→【出力】タブ
設定方法はOSにより異なる場合があります。詳
しくは、お使いのパソコンメーカーにお問い合わ
せください。

y
伝送可能なサンプリング周波数は次のとおりです。
44.1 kHz/48 kHz/88.2 kHz/96 kHz/176.4 kHz/
192 kHz

• ドライバーをインストールする前に本機にパソコンを接
続すると、正しく動作しません。

• Windows XPのパソコンにインストールすると、 パソコ
ンの動作速度が遅くなります。その場合は、 パソコンを
再起動してください。

•「Yamaha Steinberg USBドライバー」は、改良のた
め予告なしにバージョンアップすることがあります。詳
細および最新情報については、「専用ドライバーソフトダ
ウンロードページ」でご確認ください。

ご注意

DIGITAL IN

COAXIALOPTICALUSB

BALANCED OUT

CD-S2100リアパネル

パソコン

USBケーブル（Type B）

専用ドライバ－ソフトダウンロードページ
URL：http://download.yamaha.com/

ご注意
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■ パソコン内の音楽を再生する

1 USBケーブルで本機とパソコンを接続する。

2 パソコンの電源を入れる。

3 本機のSTANDBY/ON、OFFスイッチを押し
て電源を入れる。

4 SOURCEキーで「USB」を選択する。

5 パソコンのオーディオ出力先を「Yamaha CD 
Player」に設定する。

Windows OSの場合：
コントロールパネル→サウンド→【再生】タブ
Mac OSの場合： 
システム環境設定→サウンド→【出力】タブ
設定方法はOSにより異なる場合があります。詳
しくは、お使いのパソコンメーカーにお問い合わ
せください。

6 パソコンで音楽ファイルの再生を始める。
パソコンから本機に音楽信号が入力されると、
本機のディスプレイに再生している曲のサンプ
リング周波数が表示されます。

■ 音量の調整のしかた
より良い音質を得るためには、パソコンの音量を最
大に設定し、アンプの音量を最小から少しずつ大き
くし、好みの音量に調整してください。

• パソコンをUSBケーブルで接続して音楽を再生している
ときに、USBケーブルを抜いたり、本機の電源をOFF
にしたり、SOURCEキーで入力を切り替えたりしない
でください。誤動作の原因になります。

• 音楽再生時のパソコンの操作音を消したい場合は、パソ
コンの設定を変更してください。

• 音楽ファイルを正しく再生できない場合は、パソコンを
再起動し、前述の手順で操作し直してください。

• 本機または本機のリモコンから、パソコンに保存された
音楽を操作することはできません。パソコンに保存され
た音楽の操作は、パソコン側で行ってください。

ご注意
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仕様
この章では、 CD-S2100 の技術仕様を掲載しています。



仕様

オーディオ部
• 周波数特性 (1 kHz、0 dB)
SA-CD ................................... 2 Hz ～ 50 kHz（－3 dB）
CD ..............................................................  2 Hz ～ 20 kHz

• 再生周波数範囲..............................................  2 Hz ～ 96 kHz

• 歪率 (1 kHz、0 dB)
SA-CD.............................................................. 0.002％ 以下
CD......................................................................0.002％ 以下

• S/N比 (IHF-A Network) (1 kHz、0 dB) 
SA-CD/CD........................................................116 dB 以上

• ダイナミックレンジ (1 kHz、0 dB)
SA-CD ............................................................. 110 dB 以上
CD .................................................................... 100 dB 以上

• 出力レベル (1 kHz、0 dB) 
SA-CD/CD....................................................... 2.0 ± 0.3 V

レーザー部
• 波長
SA-CD .....................................................................  655 nm
CD ............................................................................  790 nm

• レーザー出力
SA-CD .......................................................... 最大 1.89 ｍW
CD ................................................................. 最大 1.36 ｍW

入力・出力部
• デジタル入力 (DIGITAL IN)
USB (Type B) × 1 .......................................USB 2.0 準拠
OPTICAL × 1
COAXIAL × 1
対応サンプリング周波数 
.............................  44.1/48/88.2/96/176.4/192 kHz
対応ビット長....................................................16 bit/24 bit

• デジタル出力 (DIGITAL OUT)
OPTICAL × 1
COAXIAL × 1
対応サンプリング周波数 
.............................. 44.1/48/88.2/96/176.4/192 kHz
対応ビット長 ..................................................16 bit/24 bit

• オーディオ出力
ANALOG OUT.......................Unbalanced × 2 ch (L/R)
BALANCED OUT.......................Balanced × 2 ch (L/R)

• リモート入出力
REMOTE IN
REMOTE OUT

• システムコネクター
SYSTEM CONNECTOR

総合
• 電源電圧 ...........................................  AC 100 V、 50/60 Hz

• 消費電力 ............................................................................ 30 W

• 待機電力（参考値）.......................................................... 0.3 W

• 寸法 ( 幅×高さ×奥行き ) ...........  435× 137× 438 mm

• 質量 .............................................................................. 15.6 kg

* 仕様、および外観は、改良のため予告なく変更することが
あります。

お手入れ

本体側面の鏡面部
ヤマハユニコンクロス（別売）のご使用をおす
すめします。汚れがひどいときはヤマハピアノ
ユニコン（別売）をご使用ください。
ヤマハユニコンクロスおよびヤマハピアノユニ
コンは、お近くのヤマハ特約店にてご購入いた
だけます。

鏡面部以外
ベンジンやシンナーなどの化学薬品は使用しな
いでください。表面を傷めてしまうおそれがあ
りますので、柔らかい布で乾拭きしてください。
汚れがひどいときは、水で薄めた洗剤を布に含
ませ、よくしぼって拭き取ってください。
26



再生できるディスク／フォーマット

■ 再生できるディスクの種類
本機は以下に示すマークがつけられたディスクを再
生できます。それ以外のディスクは絶対に本機に
セットしないでください。本機は8センチCDも
再生することができます。

スーパーオーディオＣＤ

高音質な音楽情報が高密度に記録されたディスクで
す。スーパーオーディオCDには、シングルレイ
ヤー、デュアルレイヤー、ハイブリッドレイヤーの
３種類のタイプがあります。ハイブリッドレイヤー
のディスクには、１層のレイヤーに２種類のデータ
が記録され、もう１層に従来の音楽CDデータが記
録されているため、通常のCDプレーヤーでも再生
できます。

• 本機ではディスクに含まれる文字情報は表示されません。
• 本機ではDSDマルチチャンネルで記録された音声は再生
されません。

コンパクトディスク（オーディオCD）

市販の音楽CDとして最もポピュラーなディスクで
す。

CD-R、CD-RWディスク

ご自分で書き込んだCD-Rや CD-RWを音楽CD
として再生できます。MP3またはWMA形式の
ファイルも再生できます。

• 信頼できるメーカーのディスクを必ずご使用ください。
• ディスクやケースに下記のいずれかの表示のあるディス
クをご使用ください。
- FOR CONSUMER
- FOR CONSUMER USE
- FOR MUSIC USE ONLY

• CD-RまたはCD-RWはファイナライズされたディスクの
み再生できます。

CD-TEXT ディスク

アルバム名、曲名、アーティスト名などの文字情報
が記録されたディスクです。本機はCD-TEXTディ
スクの音楽再生に対応しています。

本機ではディスクに含まれる文字情報は表示されません。

ご注意

1

2

3

スーパーオーディオＣＤディスクタイプ

シングルレイヤー
ディスク

HDレイヤー

デュアルレイヤー
ディスク

ハイブリッド
レイヤーディスク

HDレイヤー CDレイヤー

HDレイヤー

ハイブリッドスーパーオーディオ
ＣＤディスク

通常のＣＤプレーヤーで再生できる
ＣＤレイヤー

- 高音質ＤＳＤステレオ

- 高音質ＤＳＤマルチチャンネル

高密度レイヤー

ご注意

ご注意

ご注意 :
一部のCD-RWディスクや正しく録音されていない
ディスクは、本機では再生できない場合があります。

誤動作を防ぐために :
• ハート型のディスクなど標準的で
ない形のディスクは、本機の故障
の原因となる恐れがあります。

• ディスクにテープや紙などを貼ら
ないでください。詰まったり、本
機の故障の原因となる恐れがあり
ます。
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再生できるディスク／フォーマット

■ MP3およびWMAディスクについて
本機ではCD-R や CD-RWに収録したMP3、
WMAファイルを音楽CDと同様に再生することが
できます。

MP3
MPEG-1 Audio Layer-3 の略で、音声データを圧
縮するフォーマットの一つです。音楽CDと同じレ
ベルの音質を維持してデータ容量を圧縮することが
できます。

• 本機では、MP3ファイルをトラック名のアルファベット
順に再生します。

• フォルダーとトラックの数は合計で648（うちフォル
ダー数は最大299）まで認識、再生することができま
す。

• ライティングソフトなどライティングの条件によっては、
アルファベット順に再生されないことがあります。

• 本機は44.1kHz のサンプリング周波数に対応していま
す。

• 本機は32、40、48、56、64、80、96、112、
128、160、192、224、256、320 kbps のビッ
トレートに対応しています。可変ビットレートには対応
していません。

• 本機は ISO9660フォーマットのディスクに対応してい
ます。

• ファイルに含まれる文字情報は本機では表示されません。

WMA
Windows Media Audio の略で、MP3と同様に音
声データを圧縮するフォーマットの一つです。
MP3よりも高い圧縮率で、データ容量を圧縮する
ことができます。

• 本機では、WMAファイルをトラック名のアルファベッ
ト順に再生します。

• フォルダーとトラックの数は合計で648（うちフォル
ダー数は最大299）まで認識、再生することができま
す。

• ライティングソフトなどライティングの条件によっては、
アルファベット順に再生されないことがあります。

• 本機は44.1kHz のサンプリング周波数に対応していま
す。

• 本機は48、64、80、96、128、160、192 kbps
のビットレートに対応しています。可変ビットレートに
は対応していません。

• 本機は ISO9660フォーマットのディスクに対応してい
ます。

• 本機では、著作権保護されたWMAファイルは再生でき
ません。

• ファイルに含まれるテキストデータは本機では表示され
ません。

■ ディスクの取り扱い
• できるだけディスクの縁を持つようにして、表面
に触れないように扱ってください。

• ディスクは磨耗することはめったにありません
が、取り扱い中についた表面の傷によって、正常
に再生できなくなることがあります。

• レーベル面に紙など (レーベル面用のシールも含
みます。)を貼ったり、ボールペン等、先の固い
もので文字を書いたりしないでください。

• 折り曲げたり、強い衝撃を与えたりしないよう注
意して扱ってください。

• 演奏が終わったディスクは必ずケースに入れて保
管してください。

• 信号記録面に傷をつけないよう、特にケースから
の出し入れには注意してください。

• 記録面に指紋やほこりがついたときは、柔らかな
布などで軽く内側中心から外側へ直角方向に拭い
てください。ほこりや汚れは柔らかい布で軽く拭
き取ってください。

• レコードスプレー、帯電防止剤、またはその他の
化学薬品などで絶対にディスクを拭かないでくだ
さい。表面が侵されることがあります。

• 直射日光の当たる場所や、高温多湿な場所に長時
間置くと、ディスクが変形したりして使用できな
くなる原因となりますので、絶対に置かないでく
ださい。

• 8センチCDを再生するときは、ディスクトレイ
の内側の溝に置いてください。また、8センチ
CDの上に12センチCDを重ねて置かないでく
ださい。

ご注意

ご注意
28



故障かな？と思ったら

本機をご使用中に正常に動作しなくなったときは、下記の事項をご確認ください。その上で正常に動作しな
い、あるいは下記以外で何か異常が認められた場合は、本機の電源をOFFにし、電源プラグをコンセント
から抜いて、お買い上げ店または巻末の「お問い合わせ窓口」にお問い合わせください。

症状 原因 対策 参照
ページ

電源スイッチを操作し
ても電源が入らない

電源プラグが正しく接続されていない。 電源プラグをコンセントに差し込み直して
ください。 20

電源が自動的に
STANDBY状態に
なる

自動STANDBY機能が働いた。 音声信号が認識できないまま、操作されな
い状態が30分間続いた場合、本機は自動
的にSTANDBY状態になります。

6

ディスクトレイが完全
に閉まらない

ディスクトレイに異物が入っている。 ディスクトレイを確認し異物を取り除いて
ください。

—

ディスクを入れても演
奏できない

ディスクに傷がある。 ディスクを交換してください。 —

本機内部のレンズが結露している。 本機をオンにして20～30分待ってから
再度ディスクを再生してください。 ―

ディスクが裏返しにセットされている。 ディスクのレーベル面を上にして入れてく
ださい。 ―

ディスクがひどく汚れている。 クリーニングしてください。 28

本機が対応していないフォーマットの
MP3またはWMAファイルを再生しよう
としている。

本機が対応しているフォーマットで記録さ
れたディスクと交換してください。 28

正しく録音されていないCD-RWディス
クを使用している。

正しく録音され、本機に対応したディスク
を使用してください。 27

本機が対応していない規格外のディスクを
使用している。

正しく録音され、本機に対応したディスク
を使用してください。 27

演奏が遅れて始まった
り、正しくない位置か
ら始まる

ディスクに汚れや傷がある。 ディスクをクリーニングするか、傷のない
ディスクに交換してください。 28

音が出ない 出力ケーブルの接続が正しく接続されてい
ない。

出力ケーブルの接続を確認してください。
症状が改善されない場合は、ケーブルに問
題がないか確認してください。

18

アンプの操作が間違っている。 アンプの入力を確認してください。 —

デジタル入力端子に接
続した機器から音声が
再生されない

PURE DIRECTがオンになっている。 PURE DIRECTをオフにしてください。 7

スーパーオーディオCDレイヤーを再生し
ている。

再生するレイヤーを切り替えてください。 7

音飛びをする 本機が振動や衝撃を受けている。 設置場所を変えてください。 —

ディスクがひどく汚れている。 クリーニングしてください。 28

再生オーディオ信号のクロックが変動して
いる。

オーディオDAC（ES9016）のDPLLバ
ンド幅を変更してください。 15

ブーンというハム音が
入る

ステレオピンケーブルがしっかり接続され
ていない。

ステレオピンケーブルをしっかり差し込ん
でください。症状が改善されない場合は、
ケーブルに問題がないか確認してくださ
い。

18

チューナーにノイズが
入る

本機とチューナーの設置場所が近い。 チューナーから遠ざけるか、または本機の
電源を切ってください。

—

ディスクトレイから雑
音がする

ディスクが変形している。 変形のないディスクに交換してください。 28
29



故障かな？と思ったら

■ USB接続に関して

■ 情報ディスプレイの表示メッセージ

症状 原因 対策 参照
ページ

DIGITAL IN
（OPTICAL/
COAXIAL）端子に接
続した機器の音が出な
い

DIGITAL IN（OPTICAL/COAXIAL）端
子に接続した機器の出力音源設定がPCM
に設定されていない。

本機はDIGITAL IN（OPTICAL/
COAXIAL）端子はPCM音源しか再生で
きません。接続機器の出力音源をPCMに
設定してください。

－

リモコンでは操作でき
ない

乾電池が消耗している。 乾電池を交換してください。 16

操作する位置が本体から遠すぎるか、また
は角度が正しくない。

リモコンは本体から6ｍ以内で、また本体
正面より左右それぞれ30°以内の角度で
操作してください。

16

受光部に強い日光や照明（インバーター蛍
光灯など）が当たっている。

受光部に強い光が当たらないように本機の
置き場所や方向、または照明の位置を変え
てください。

8

症状 原因 対策 参照
ページ

パソコンで本機が認識
されない

動作保証していないOSを搭載したパソコ
ンを接続した。

動作保証されているOSを搭載したパソコ
ンを接続してください。 22

USBケーブルが正しく接続されていない。 USBケーブルを正しく差し込み直してくだ
さい。 19、22

パソコンまたはアプリケーションの出力
が、ミュートまたは消音に設定している。

パソコンまたはアプリケーションのミュー
トまたは消音設定を解除してください。 －

雑音がする 音楽ファイル再生中に、パソコンで他のア
プリケーションを起動した。

音楽ファイル再生中に、パソコンで他のア
プリケーションを起動すると、音が途切れ
たり、ノイズが発生する場合があります。
音楽ファイル再生中は、他のアプリケー
ションを起動しないでくさい。

－

音楽ファイルが再生で
きない

音楽ソフトを起動した状態で本機とパソコ
ンを接続したり、本機の入力を「USB」
に切り替えたりしたため、音楽データが正
しく再生できなかった。

本機とパソコンを接続し、本機の入力を
「USB」に切り替えてから、パソコンの音
楽ソフトを起動して音楽ファイルを再生し
てください。

22、23

専用のドライバー「Yamaha Steinberg 
USBドライバー」が正しくインストール
されていない。

もう一度「Yamaha Steinberg USBドラ
イバー」を正しくインストールし直してく
ださい。

22

メッセージ 状態

NO DISC CDがディスクトレイに入っていません。

Check Cable 専用のドライバー「Yamaha Steinberg USB ドライバー」が正しくインストールされていません。
または、パソコンの音声出力が正しく「Yamaha CD Player」に設定されていません。

Check PC パソコンの音声信号が正しく認識できません。

Fs: ----kHz　 音声信号が認識できません。
30
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CDプレーヤー

ヤマハ製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとう
ございます。
■製品を正しく安全にお使いいただくために、ご使用前に取扱説明
書と「安全上のご注意」、 保証書をよくお読みください。お読みに
なったあとは、保証書と共にいつでも見られるところに大切に保
管してください。

■保証書は、「お買い上げ日、販売店名」などの記入を必ず確かめ、
販売店からお受け取りください。
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